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保
険
料
段
階
の

　
　
　
区
分
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
の
負

担
能
力
に
応
じ
た
も
の
に
す
る
た
め
、

所
得
段
階
別
の
保
険
料
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の

第
２
段
階
を
細
分
化
し
、
よ
り
所
得

の
少
な
い
方
に
配
慮
し
た
６
段
階
の

保
険
料
設
定
と
な
り
ま
す
。

　
税
制
改
正
に
伴
い
、
介
護
保
険
料

段
階
が
第
４
・
５
段
階
に
変
更
と
な

る
方
に
対
し
、
激
変
緩
和
措
置
と
し

て
、
平
成
18
・
19
年
度
と
段
階
的
な

負
担
段
階
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
急

激
な
負
担
増
加
を
抑
え
ま
す
。

保険料一覧表（平成18年度）

所　得　段　階 大磯町の
　基準額

×割合
保 険 料
（年額）

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　
利
用
者
負
担
が
、
あ
る
一
定
額
を

超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
分
を

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い

戻
し
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
所
得
の
少
な
い
方

（
保
険
料
段
階
が
１
〜
３
に
該
当
す

る
方
）に
は
、
負
担
が
過
重
に
な
ら

な
い
よ
う
、
上
限
額
を
別
途
設
定
し

て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
町
か
ら
通

知
し
ま
す
。

特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費

　
所
得
の
少
な
い
方（
保
険
料
段
階

が
１
〜
３
に
該
当
す
る
方
）の
施
設

利
用
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
、
自

己
負
担
に
限
度
額
を
設
け
、
そ
れ
を

超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
保
険
か

ら
支
払
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
軽
減
を

希
望
す
る
方
は
町
に
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

利
用
者
負
担
軽
減

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
社
会

福
祉
法
人
等
が
、
そ
の
社
会
的
役
割

か
ら
、
所
得
が
低
く
特
に
生
計
が
困

難
な
人
に
対
し
て
、
利
用
者
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　

☎
内
線
３
１
４

激
変
緩
和
措
置

６５
歳
以
上
の
方
の

歳
以
上
の
方
の

６５
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

約１１億３,８００万円
負担分

※基準額（年額）４６,８００円

23,400円基準額×0.50

23,400円

35,100円

46,800円

58,500円

30,888円

30,888円

38,844円

70,200円

50,544円

35,100円

35,100円

42,588円

基準額×0.50

基準額×0.75

基準額×1.00

基準額×1.25

基準額×0.66

基準額×0.66

基準額×0.83

基準額×1.50

基準額×1.08

基準額×0.75

基準額×0.75

基準額×0.91

第１段階からの激変緩和措置対象者

●生活保護受給者

●老齢福祉年金受給者で世帯全員が
　住民税非課税の方

世帯全員が住民税非課税で、本人の前
年合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円以下の方等

世帯全員が住民税非課税の方で、第２
段階に該当しない方

本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が200万円以上の方

本人は住民税非課税だが、同じ世帯の

中に住民税課税の方がいる方

本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が200万円未満の方

第２段階からの激変緩和措置対象者

第３段階からの激変緩和措置対象者

第４段階からの激変緩和措置対象者

第１段階からの激変緩和措置対象者

第２段階からの激変緩和措置対象者

第３段階からの激変緩和措置対象者

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

　
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
展
し
、
介

護
給
付
費
は
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度（
第

３
期
計
画
期
間
）の
介
護
保
険
制
度

の
運
営
に
係
る
総
費
用
か
ら
、
第
３

期
介
護
保
険
料
の
基
準
額
が
４
６
　

８
０
０
円（
年
額
）に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度

で
は
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
こ

と
を
目
標
に
予
防
重
視
型
の
サ
ー
ビ

ス
を
取
り
入
れ
、
ま
た
、
地
域
に
暮

ら
す
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
介
護
・

福
祉
・
医
療
な
ど
様
々
な
面
か
ら
総

合
的
に
支
え
る
た
め
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
よ

り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※平成１８年度～２０年度
までの介護保険制度を
維持し、サービスを提
供するためにかかる総
費用（約54億7,300万
円）のうち、65歳以上
の方の介護保険料負担
分（約11億3,800万円）

総額
約５４億７,３００万円

，


